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群馬の水郷の堤に咲く桜

（令和４年４月１日撮影）
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広報紙をスマホに配信します
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一般会計予算総額は、５９億９，５００万円で、令和５年度に比べて１億６，５００万円、２．８％の増となりました

用語解説

会計別予算額と前年度比較

会計 ６年度予算額 ５年度との比較

一般会計 59億9,500万円 　１億6,500万円

後期高齢者医療特別会計 ２億2,769万円 　　　2,318万円

国民健康保険特別会計 19億8,262万円 　　△3,324万円

介護保険特別会計 13億6,216万円 　　　4,264万円

下水道事業特別会計 － △２億1,547万円

下水道事業会計 ３億4,609万円 　３億4,609万円

合計 99億1,356万円 　３億2,820万円

令和５年度で「下水道事業特別会計」は終了し、令和６年度
からは公営企業会計に移行した「下水道事業会計」になります。

積立金（貯金）残高

会計 令和４年度末 ３年度末との比較

一般会計 37億3,244万円 ５億　 93万円

国民健康保険特別会計 　　9,545万円 　　1,126万円

介護保険特別会計 ２億2,275万円 3,302万円

合計 40億5,064万円 ５億4,521万円

町債（借入金）残高

会計 令和４年度末 ３年度末との比較

一般会計 42億   833万円 △8,435万円

下水道事業特別会計 ３億6,948万円 △8,567万円

合計 45億7,781万円 △１億7,002万円

民生費　18億9,847万円（31.7％）

総務費　８億3,299万円（13.9％）

教育費　８億6,265万円（14.4％）

衛生費　５億9,775万円（10.0％）

土木費　５億4,705万円（9.1％）

公債費　４億2,551万円（7.1％）

農林水産業費　２億8,972万円（4.8％）

消防費　３億3,459万円（5.6％）

商工費 １億  269万円（1.7％）
議会費 8,837万円（1.5％）
予備費 1,500万円（0.2％）
労働費 21万円（0.0％）

歳出（目的別）

町税
20億5,373万円
（34.3％）

繰入金
４億5,603万円
（7.6％）

繰越金  ２億円（3.3％）諸収入　8,750万円（1.5％）
使用料及び手数料　3,113万円（0.5％）
寄附金　3,000万円（0.5％）
分担金及び負担金　2,051万円（0.3％）
財産収入　608万円（0.1％）

地方交付税
14億円
（23.4％）

国庫支出金
５億  739万円
（8.5％）

県支出金
４億9,012万円
（8.2％）

町債
１億5,810万円
（2.6％）

地方消費税交付金
３億2,200万円
（5.4％）

地方譲与税
8,981万円
（1.5％）

その他交付金
１億4,260万円
（2.3％）

人件費
13億8,832万円
（23.2％）

扶助費
８億8,663万円
（14.8％）

公債費
４億2,551万円
（7.1％）

普通建設事業費
４億4,842万円
（7.5％）

補助費等
11億1,168万円
（18.5％）

物件費
10億9,376万円
（18.2％）

繰出金
５億8,802万円
（9.8％）

維持補修費　3,567万円（0.7％）
予備費　1,500万円（0.2％）
積立金　199万円（0.0％）

歳入
59億
9,500万円

歳出
59億
9,500万円

自主財源４８．１％
依存財源５１．９％

義務的経費４５．０％
投資的経費７．５％
その他の経費４７．５％

歳出（性質別）

次のページでは、令和６年度

の主な新規事業や重点事業を

紹介します。

歳
入

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、
20

億
５
，３
７
３
万
円
で
、
令
和
５
年

度
当
初
予
算
と
比
べ
微
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

交
付
金
や
交
付
税
は
、
令
和
５
年

度
の
状
況
や
、
国
の
動
向
な
ど
を
参

考
に
し
て
増
加
を
見
込
み
ま
し
た
。

負
担
金
を
受
け
て
実
施
す
る
事
業
が

終
了
し
た
た
め
、
分
担
金
及
び
負
担

金
が
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

　

国
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る
事

業
が
減
っ
た
た
め
、
国
庫
支
出
金
は

減
少
、
県
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す

る
事
業
が
増
え
た
た
め
、
県
支
出
金

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

各
施
設
の
大
規
模
修
繕
に
伴
い
借

入
を
す
る
予
定
の
た
め
、町
債
が
３
，

０
９
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
出

　

目
的
別
で
は
、
福
祉
関
係
の
費
用

で
あ
る
民
生
費
が
約
18
億
９
，８
４

７
万
円
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
小
学
校
体
育
館
や
中
学
校

校
舎
、
公
民
館
の
大
規
模
修
繕
を
行

う
た
め
、
教
育
費
が
８
億
６
，２
６
５

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

当
初
予
算
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
小
保
呂
排
水

機
場
の
施
設
整
備
、
土
木
費
は
八
間

樋
橋
の
撤
去
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
減
少

し
ま
し
た
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
が
多
く
、

次
い
で
補
助
金
な
ど
で
交
付
す
る
補

助
費
な
ど
、
そ
の
次
に
事
業
委
託
や

物
品
購
入
な
ど
の
物
件
費
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

全
会
計
当
初
予
算

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
公

営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
３

億
２
，８
２
０
万
円
、３
・
４
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

59 9,500億 万円

令和６年度の町の予算

地方交付税　財源不足を補うために、国から町に交付されるお金
国庫・県支出金　特定の目的のために国、県から交付されるお金
町債　公共事業などの財源として国や金融機関等から借りるお金
地方譲与税　国が徴収した自動車重量税などから配分されるお金
投資的経費　インフラ整備など、将来に残るものに支出される経費
公債費　町が借り入れた町債の元利償還金
繰出金　一般会計から特別会計に支出されるお金
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令和６年度一般会計

主な新規事業、重点事業

デジタルトランスフォーメーション

タブレット導入事業 904万円
公式ＬＩＮＥ導入事業 765万円
ホームページリニューアル事業 526万円

　町公式ＬＩＮＥを導入
し、町の情報発信や施設
予約、各種事業の申込み
などに活用します。また、
タブレット端末を導入す
ることにより、各会議の
ペーパーレス化、災害時
の迅速な情報共有などの
実現を図ります。

教育施設の修繕

中学校校舎改修事業 2,690万円
中央公民館屋上防水改修事業 5,550万円
小学校体育館改修事業 4,610万円

　中学校南校舎および中
央公民館の屋根防水工事
を行います。
　西小学校体育館の改修
工事および東小・西小体
育館トイレの改修設計を
行います。

防災・減災

災害時避難場所確保事業 1,100万円
防災対策事業 881万円
合の谷災害対策事業 660万円

　洪水時避難対策として、高
台に車で避難ができる避難場
所を整備します。また、町内
に避難経路の案内看板を設置
します。
　合の谷水防施設の排水ポン
プの更新工事を行います。

移住・定住促進

移住者住宅取得支援事業 600万円
移住・定住支援事業 755万円

　移住・定住対策として、町に住宅を取得する
かたに、住宅取得費用の一部を補助します。ま
た、東京圏からの移住者に対して支援金を交付
するほか、町内在住者に対して奨学金返還支援
を行います。

新規
新規
新規

重点

重点

新規
新規
重点

重点
重点
新規

非常用

ニュータウン事業推進

産業施設及び商業施設誘致促進奨励事業
 4,190万円

　板倉ニュータウン産業用地に進出した企業に
対する優遇措置として、奨励金を交付します。

生活インフラ道路整備

町単独道路整備事業 １億1,788万円

　町内の狭小道路を拡張整備することにより、
生活圏道路や地域集落の利便性向上を図ります。

公園の整備・集約化

公園維持管理事業 4,213万円
　町が管理している公園の除草、芝刈り、樹木
のせん定などを行います。また、各公園のトイ
レの清掃や遊具の修繕などを行います。

交通弱者の移動手段

無料コミュニティバス運行事業 1,386万円
　令和６年度より「板倉町コミュニティバス北
線」の運行を開始します。

シティプロモーション

観光振興事業 241万円

　町をＰＲするための観光行事を実施します。

その他の新規事業

窓口キャッシュレス決済事業 92万円
町制施行70周年記念関係事業 356万円
町長選挙 1,182万円
デイサービスセンター館内照明ＬＥＤ化事業
 900万円
そらいろ保育園施設整備事業 2,119万円

　下水道事業は、特別会計として官公庁会計方式（単式簿記・現金主義）で運営されてきましたが、持続
的かつ安定的な事業運営を行うため、公営企業会計方式（複式簿記・発生主義）に移行します。会計方式
の変更によって使用料の変更などはないため、使用者への影響はありません。

重点重点

拡充

拡充

拡充
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執 行 日 件 名 場 所 予定価格（税抜）
設計金額（税抜）

最低制限価格
（税抜）

落札金額
（税抜） 落 札 率 落 札 者

２月22日㈭ 令和６年度　一般廃棄物収集運搬業務委託 板倉町
全域 3,833万円 なし 3,112万円 81.2％ ㈲井上興業

２月22日㈭ 令和６年度　資源物収集運搬業務委託 板倉町
全域 3,682万円 なし 3,504万円 95.2％ ウム・ヴェルト㈱

【入札結果】予定価格が250万円(税込み)を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

　

職
員
お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職

員
（
非
常
勤
職
員
）
の
名
札
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い

よ
う
、
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
職
員
の
意

識
を
高
め
、
職
務
遂
行
の
責
任
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

問
合
せ

秘
書
人
事
係

82

－

６
１
２
１

町
役
場
職
員
の
名
札

役
場
職
員
の
名
札
を
紹
介
し
ま
す

健康・感染症情報

「ぐんまコロナワクチンダイヤル」のご案内

　

小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
が
、

病
気
な
ど
で
集
団
保
育
が
受
け
ら

れ
ず
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
と
き
、
一
時

的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
施
設　

こ
や
な
ぎ
小
児
科
病

児
保
育
室
ぱ
ん
だ
（
館
林
市
富
士

原
町
１
１
７
４

－

18
）

78

－

７
３
９
１

定
員　

１
日
６
人

保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
祝

日
、
年
末
年
始
、
小
児
科
休
診
日

を
除
く
）

保
育
料　

２
，０
０
０
円
（
日
額
）

※
毎
年
度
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
時
は
利
用
申
込
書
、
診
療
情

報
提
供
書
（
か
か
り
つ
け
医
作
成
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

病
児
・
病
後
児
保
育

ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

助
成
限
度
額  　

２
０
，０
０
０
円

対
象
受
診
期
間　

令
和
６
年
４
月

１
日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日

種
類
お
よ
び
必
要
項
目

　

次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
で
、
表

の
項
目
を
含
む
も
の

①
日
帰
り
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク

②
日
帰
り
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク

（
脳
ド
ッ
ク
併
診
）

③
脳
ド
ッ
ク（
表
の
健
診
項
目
を

含
む
も
の
。脳
検
査
の
み
は
不
可
）

必
要
書
類

申
請
書（
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
／

検
診
費
の
領
収
書
／
検
診
結
果
報

告
書
／
保
険
証
／
振
込
先
口
座
が

確
認
で
き
る
も
の（
通
帳
）／
特
定

健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
の

受
診
票
（
裏
面
の
質
問
票
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場
合
は
窓

口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

申
請
期
限　

令
和
７
年
４
月
30
日
㈬

※
結
果
到
着
後
、
速
や
か
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
に
助
成
さ
れ
る
の
は
１

回
分
の
み
で
す
。

※
国
保
税
、
後
期
保
険
料
お
よ
び

そ
の
延
滞
金
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
町
の
集
団
健
診
や
医
療
機
関
で

の
個
別
健
診
で
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
を
受
診
す
る
（
し
た
）

か
た
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

※
令
和
５
年
度
受
診
分
の
検
診
費

助
成
の
申
請
期
限
は
、
令
和
６
年

４
月
30
日
㈫
で
す
。

令
和
６
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
金

検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

尿
検
査

血
糖
検
査

肝
機
能
検
査

血
中
脂
質

検
査

血
圧
検
査

身
体
測
定

タ
ン
パ
ク

糖 随
時
血
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

空
腹
時
血
糖

γ

－

Ｇ
Ｔ（
γ

－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪

拡
張
期
血
圧

収
縮
期
血
圧

腹
囲（
国
保
加
入
者
）

Ｂ
Ｍ
Ｉ

体
重

身
長

○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は必須項目、△はいずれかの項目の実施でも可
　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
一

生
に
１
回
の
登
録
と
、
年
に
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を

譲
り
受
け
た
場
合
も
、
再
度
登

録
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
犬
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
、
登
録
の
変
更
を
行
う
た

め
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
邑
楽
館
林
地
域
の
動
物

病
院
で
も
登
録
や
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
動
物
病
院
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
規
登
録
　
　

３
，０
０
０
円

注
射
の
み
　
　

３
，５
０
０
円

登
録
と
注
射

６
，５
０
０
円

問
合
せ
　

環
境
下
水
道
係

82

－

６
１
３
２

日程 場所 時間

５月９日㈭

東部公民館 午前９時15分～９時45分
海老瀬東公民館 午前10時～10時30分
細谷事務所 午前10時45分～11時15分
北部公民館 午後１時～１時45分

５月10日㈮

籾谷上公民館 午前９時15分～９時45分
岩田区民会館 午前10時～10時30分
板倉保育園南側 午前10時40分～11時20分
五箇中妻住民センター裏 午後１時～１時30分
南部公民館 午後１時45分～２時45分

５月12日㈰ 役場
午前９時30分～11時30分
午後１時～２時

必
ず
し
て
く
だ
さ
い

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　令和６年３月31日をもって新型コロナ

ワクチンの全額公費による接種は終了し

ましたが、県の設置する、接種後の副反

応に係る相談窓口「ぐんまコロナワクチ

ンダイヤル」は、７月まで継続します。

開設日時　平日　午前９時～午後５時

相談対応　看護師（19言語に対応）

※８月以降の継続については未定です。

ぐんまコロナワクチンダイヤル

０５７０－７８３－９１０

問合せ　保健センター

８２－３７５７

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
法
律
に
よ
り
２
年
に
一

度
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
、７
年
度
の
保
険
料
率
は
、

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

※１　

前
年
中
の
総
所
得
金
額
等
か

ら
基
礎
控
除
額
を
除
い
た
額
が
58

万
円
以
下
の
被
保
険
者
は
、
令
和

６
年
度
に
限
り
９
・
36
％
で
す
。

※２　

令
和
６
年
４
月
１
日
前
に
資

格
取
得
し
た
被
保
険
者
お
よ
び
障

害
認
定
を
受
け
て
資
格
取
得
し
た

被
保
険
者
は
、
令
和
６
年
度
に
限

り
73
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
均
等
割
額
の
５
割
、
２

割
軽
減
の
所
得
判
定
基
準
も
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
料
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

○
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
２
７

－

２
５
６

－
７
１
１
６

保
険
証
に
関
す
る
こ
と

○
保
険
医
療
係

82

－
６
１
３
６

保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と

○
住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

賦
課
限
度
額

所
得
割
率

均
等
割
額

賦
課
限
度
額

所
得
割
率

均
等
割
額

80
万
円　

※２

10
・
07
％　

※１

４
９
，１
０
０
円

66
万
円

８
・
89
％

４
５
，７
０
０
円

令和６、７年度 令和４、５年度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

３
月
19
日
㈫
、
選
挙
管
理
委
員

に
、
川か

わ

田だ

尚ひ
さ

子こ

さ
ん
（
大
字
下
五

箇
）が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
の
適
正
な
執
行
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
委

員
長
職
務
代
理
者
を
務
め
ら
れ
た

奥お
く

澤ざ
わ

洋よ
う

二じ

さ
ん
（
大
字
西
岡
・
９

年
間
）
が
退
任
さ
れ
、
そ
の
功
績

に
対
し
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

行
政
庶
務
係

82

－

６
１
２
２

選
挙
管
理
委
員
会

川
田
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た

春の全国交通安全運動
４月６日㈯～15日㈪

みんなで守ろう交通ルール

問合せ　安全安心係
８２－６１２３

後

続

職
員

群馬県 板倉町

板　倉　太　郎

○○○○課　○○○○係

い   た   く  ら　　た     ろ 　う

I T A K U R A           T   A   R   O

8群馬県 板倉町

板　倉　太　郎
○○○○課　○○○○係

い   た   く  ら　　た     ろ 　う

会計年度任用職員

正職員

会計年度任用職員
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保
育
園
や
幼
稚
園
に
未
就
園
の

２
〜
３
歳
児
を
対
象
と
し
た
、
月

１
回
、半
年
間
の
親
子
教
室
で
す
。

　

言
葉
や
発
達
面
で
心
配
の
あ
る

子
に
対
し
、
あ
そ
び
を
通
し
て
、

ふ
れ
あ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、
場
面

の
切
り
替
え
を
経
験
し
、
更
な
る

成
長
発
達
を
目
指
し
ま
す
。

　

専
門
職
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
育
児
相
談
の
場
と
し

て
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
16
日
、
５
月
21
日
、

６
月
25
日
、
７
月
23
日
、
８
月
27

日
、
９
月
24
日
（
全
て
火
曜
日
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人

申
込
み
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

対
象
者　

接
種
日
に
お
い
て
65
歳

の
か
た
で
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
の
か
た

接
種
方
法

65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
に
予
診

票
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
か
た
は
、
同

封
の
案
内
通
知
を
確
認
し
、
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
34
年
３
月
以
前
生
ま
れ
で
、
66

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
な
い
か
た

66
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
定
期

接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。（
新
し
い
予
診

票
を
送
付
し
ま
す
）

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有
し
、

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
こ
と
の
な
い
か
た
が
、
接

種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
的
接
種

の
機
会
の
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
は
、
令
和
７
年
３

月
ま
で
風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ

び
予
防
接
種
（
抗
体
価
が
低
か
っ

た
か
た
の
み
）
を
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

検
査
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要

で
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
で

な
い
か
た
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　

定
期
的
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
て
び
び
っ
と
（
生
き
生
き
と
し

た
）な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

（
７
月
〜
９
月
を
除
く
）
毎
月
第

４
木
曜
日
（
全
９
回
）　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く

り
に
興
味
が
あ
る
か
た
。
楽
し
く

認
知
症
予
防
を
始
め
た
い
か
た

定
員　

各
回
30
人

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
、
鬼
石
式
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

持
参
品　

上
履
き
、
飲
物

受
付
開
始　

開
催
日
の
７
日
前　

午
前
８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

楽
器
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
唱

や
運
動
を
行
い
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
26
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

南
部
公
民
館
講
堂

講
師　

ド
レ
ミ
㈱　

木
村
・
小
林

音
楽
療
法
士

募
集
人
数

30
人
（
定
員
に
達
し

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

受
付
開
始　

４
月
19
日
㈮　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

足
の
爪
や
足
裏
の
お
手
入
れ
方

法
に
つ
い
て
学
び
、
い
つ
ま
で
も

健
康
に
歩
け
る
足
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
靴
の
選
び
方
、履
き
方
、

正
し
い
歩
き
方
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
日
頃
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
役

立
ち
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈭
、
30
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
か
た
を
募

集
し
ま
す
）

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

講
師

木き

嶋じ
ま

千ち

枝え　

群
馬
大
学
臨

床
教
授

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
で
県

内
在
住
の
か
た

介
護
予
防
を
始
め
よ
う

び
び
っ
と
体
操
教
室

健　
　

康

健　
　

康

成
人
男
性
の

風
し
ん
抗
体
検
査

健
康
の
鉄
人
教
室
１

春
の
音
楽
療
法
教
室

令
和
６
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

育
児
相
談
も
で
き
ま
す

あ
そ
び
の
教
室「
も
ん
た
ん
」

紙のリサイクル
燃えるごみに入れてませんか

定
員

30
人

費
用　

５
０
０
円
（
当
日
回
収
）

受
付
開
始　

４
月
10
日
㈬　

午
前

８
時
30
分

備
考　

町
と
群
馬
県
長
寿
社
会
づ

く
り
財
団
と
の
共
催
講
座
の
た
め
、

町
外
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

介
護
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
、

福
祉
、
介
護
な
ど
の
専
門
職
が
お

伺
い
し
ま
す
。

北
部
公
民
館

４
月
11
日
㈭
、７
月
11
日
㈭
、10
月

10
日
㈭
、
令
和
７
年
１
月
９
日
㈭

南
部
公
民
館

５
月
９
日
㈭
、８
月
８
日
㈭
、11
月

14
日
㈭
、令
和
７
年
２
月
13
日
㈭

東
部
公
民
館

６
月
13
日
㈭
、９
月
12
日
㈭
、12
月

12
日
㈭
、令
和
７
年
３
月
13
日
㈭

時
間
（
共
通
）　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

相
談
員　

つ
つ
じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス

ピ
タ
ル
認
知
症
専
門
相
談
員
、
行

政
書
士
ま
た
は
社
会
保
険
労
務
士
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

申
込
み　

不
要（
直
接
公
民
館
へ
）

※
相
談
は
１
回
当
た
り
30
分
以
内

問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

公
立
館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医

師
と
し
て
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る

医
科
大
学
生
な
ど
へ
医
師
育
成
修

学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
貸
与
終

了
後
に
一
定
期
間
、
公
立
館
林
厚

生
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
で
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

資
格

①
医
科
大
学
ま
た
は
医
科
大
学
院

に
て
医
学
の
履
修
課
程
に
在
学
す

る
３
〜
６
年
次
の
学
生

②
大
学
で
医
学
の
履
修
課
程
を
修

了
し
、
医
師
国
家
資
格
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

貸
与
期
間　

４
年
以
内
（
た
だ
し

②
に
つ
い
て
は
１
年
以
内
）

貸
付
額

月
額
15
万
円
（
年
額
１
８
０
万
円
）

審
査　

書
類
審
査
・
面
接

問
合
せ　

公
立
館
林
厚
生
病
院
診

療
支
援
室
医
師
確
保
支
援
係

72

－

３
１
４
０

邑
楽
館
林
医
療
企
業
団

医
師
育
成
修
学
資
金
の
貸
与

出
張
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会

足
の
健
康
講
座

紙類を資源ごみで出すときは、種類ごと
に分けましょう

　新聞紙、雑誌、雑がみ（包装紙・空き箱・チラ
シ・封筒）などに分けて、飛散しないようひもで
縛ってください。
　フィルムなどの窓空きのものは、フィルムの部
分を取り除いてください。フィルムは燃えるごみ
です。

地域や子ども会の集団資源回収にご協力
をお願いします

　資源回収では、引取業者が資源として引き取る
ため、地域や子ども会の収入となります。積極的
なご協力をお願いします。

古紙利用商品の購入もリサイクルのひとつ

　生まれ変わった製品の購入や使用も資源を大切
にする行動のひとつです。

ごみの減量が処理費用を抑えることにつながり、
町民の皆さまのためになります。

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

ちょっと待って、その紙ごみ、リサイク
ルできるのでは

　ゴミ箱に入れる前に、ちょっ
とだけリサイクルできるかを考
えてみてください。汚れがなけ
れば、資源として生まれ変われ
ます。

【広告】【広告】

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わ
ります。切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに
従って用件をお伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

みんなの人権１１０番

００３０５７０ １１０--
子どもの人権１１０番（通話料無料）

女性の人権ホットライン

０７００５７０ ８１０--

００７０１２０ １１０--

ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～
窓口相談を希望のかた（予約制） ８２－６１３１（戸籍年金係）

秘密は厳守します。
電話相談を希望のかた

（平日午前８時30分～午後５時15分）
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支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
て
、

ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
か
た
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
要
件
に
よ
り
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
、

監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
子

家
庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

要
件　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

・
父
母
が
離
婚

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

・
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

・ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

・
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

・
未
婚
の
母
の
子

・
孤
児
な
ど
父
母
が
不
明

手
当
額
（
月
額
）

１
０
，７
４
０
円
〜
４
５
，５
０
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額
（
月
額
）

１
級　

５
５
，
３
５
０
円

２
級　

３
６
，
８
６
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

○
児
童
扶
養
手
当

　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
お

よ
び
太
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
こ
ど
も
の
人
権
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」「
体
罰
」「
虐
待
」「
不

登
校
」
な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権
の

こ
と
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気

軽
に
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、
料
金
は
無
料

で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童

会
館
（
太
田
市
長
手
町
４
８
０
）

※
当
日
は
、
相
談
の
ほ
か
、
屋
外

に
て
紙
芝
居
の
上
演
や
人
権
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
な

ど
の
配
布
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
を
希
望
す
る
か
た
以
外

も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田

支
局
総
務
課

32

－

６
１
０
０

▼
就
職
さ
れ
た
か
た

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、

就
職
し
て
会
社
の
保
険
に
加
入
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
資

格
は
自
動
的
に
喪
失
し
ま
せ
ん
。

　

届
出
を
し
な
い
と
保
険
税（
料
）

が
二
重
で
請
求
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

必
要
書
類　

新
し
く
加
入
し
た
保

険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
来
庁

す
る
か
た（
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
）の
写
真
付
身
分
証
明
書
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

な
ど
）

▼
退
職
さ
れ
た
か
た

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅

れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

を
支
払
っ
た
り
、
医
療
費
を
全
額

自
己
負
担
し
な
く
て
は
い
け
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

社
会
保
険
の
離
脱
証

明
書
、
来
庁
さ
れ
る
か
た
（
本
人

ま
た
は
同
一
世
帯
）
の
写
真
付
身

分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

問
合
せ　

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

に
関
す
る
こ
と

○
戸
籍
年
金
係

82

－

６
１
３
１

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

○
住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

▼
そ
の
他
国
民
健
康
保
険
全
般
に

関
す
る
こ
と

○
保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

▼
自
動
車
税
（
種
別
割
）は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
も
納
税

で
き
ま
す
。

▼
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か

ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

税
で
き
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
税
で
き
ま
す
。

※
５
月
10
日
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
行
政
県
税
事
務
所

72

－

４
４
６
１

○
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３

　

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
と
と

も
に
、
河
川
を
守
り
育
む
観
点
か

ら
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
内
容　

日
常
生
活
の
範
囲
内

で
知
り
得
た
河
川
の
情
報
を
河
川

管
理
者
に
連
絡
す
る
こ
と

期
間　

７
月
１
日
〜
令
和
８
年
６

月
30
日
（
２
年
間
）

対
象
河
川　

利
根
川
、
渡
良
瀬
川

（
渡
良
瀬
遊
水
地
含
む
）、
思
川
、

鬼
怒
川

応
募
資
格　

右
の
対
象
河
川
付
近

に
住
む
満
20
歳
以
上
の
か
た

手
当　

支
給
（
予
定
）

応
募
期
限　

５
月
７
日
㈫

※
詳
し
く
は
利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
土
交
通
省
利
根
川
上

流
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

０
４
８
０

－

52

－

３
９
６
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
業
訓

練
に
興
味
が
あ
る
か
た
を
対
象
に
、

毎
月
職
業
訓
練
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、

月
10
万
円
の
生
活
支
援
の
給
付
金

を
受
け
な
が
ら
無
料
の
職
業
訓
練

が
受
講
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
ン
で
の
職
業
訓
練
の
ほ
か
、

面
接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報

も
配
信
中
で
す
。
お
友
達
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

説
明
会
日
程　

４
月
15
日
㈪
、
５

月
13
日
㈪
、
６
月
10
日
㈪

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林
２
階

会
議
室

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林

75

－

８
６
０
９

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

くく  

らら  

しし

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

忘
れ
ず
に

こ
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

自
動
車
税（
種
別
割
）

５
月
31
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

板倉町住宅取得支援事業
補助金申請受付中

補助対象者（すべてに該当するかた）

○ 転入またはこれから転入し、住宅を建築または購

入したかた（申請は転入してから１年以内）

○転入日から前２年間は板倉町に住んでいないかた

○ 取得した住宅に令和７年３月31日までに住民票を

異動するかた

○ 取得した住宅の所有者で、５年以上継続して住むかた

○ 取得した住宅に住む全員が町税などに滞納がない

かた

○ この補助金を初めて受けるかた

補助対象住宅（すべてに該当する住宅）

○新築住宅（新築・建売）または中古住宅

○玄関、台所、トイレ、浴室を備えた住宅

○耐震基準に適合していることを証明できる住宅

○建築基準法および関連法令に適合している住宅

申請期限　令和７年３月14日㈮

問合せ　計画管理係　 ８２－６１５１

最大　　　　　を補助　住宅取得価格の３％30万円

情報公開・個人情報保護運営審議会委員募集

　情報公開制度および個人情報保護制度の適正か

つ円滑な運営を行うために、制度に関する重要事

項を審議・調査し、町長への意見を述べる機関「板

倉町情報公開・個人情報保護運営審議会委員」を

募集します。

募集人員　２人

応募資格　町内に住所を有する20歳以上のかた

任　　期　２年（７月１日～令和８年６月30日）

応募期限　４月30日㈫

問合せ　情報広報係　 ８２－６１２４

　

納
税
義
務
者
が
自
分
の

所
有
す
る
固
定
資
産
の
評

価
額
に
つ
い
て
、
町
内
の

他
の
資
産
と
比
較
・
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

期
間
　

５
月
31
日
㈮
ま
で

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

対
象
者
　

町
内
に
土
地
・

建
物
を
所
有
す
る
固
定
資

産
税
納
税
義
務
者
お
よ
び

そ
の
代
理
人

※
代
理
人
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

費
用
　

無
料

内
容
　

①
土
地
（
所
在
・

地
番
・
地
目
・
地
積
・
評

価
額
）

②
家
屋
（
所
在
・
家
屋
番

号
・
種
類
・
構
造
・
床
面

積
・
評
価
額
）

持
参
す
る
も
の
　

身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
）

場
所
　

税
務
課
資
産
税
係

問
合
せ
　

資
産
税
係

82

－

６
１
２
８

土
地
・
家
屋
の
評
価
額

な
ど
が
縦
覧
で
き
ま
す

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

職
業
訓
練（
ハ
ロ
ト
レ
）

説
明
会

ご
活
用
く
だ
さ
い

板
倉
町
子
育
て
ア
プ
リ

県税の納税方法

自動車税特集

　

板
倉
町
で

は
、
子
育
て

ア
プ
リ「
い
た

く
ら
ま
ち
子

育
て
応
援
ナ

ビ
」を
導
入
し
、

随
時
情
報
を

発
信
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
に

役
立
つ
情
報
・

機
能
の
ほ
か
、

流
行
疾
患
情

報
（
毎
週
更
新
）、
休
日
当

番
医
、
医
療
機
関
検
索
、

成
人
の
健
診
日
程
、
広
報

い
た
く
ら
な
ど
も
ア
プ
リ

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
登
録
料
は
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７
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町
内
施
工
業
者
に
よ
り
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
町
民
の

皆
さ
ま
に
、
工
事
に
要
し
た
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

対
象
工
事
費
の
10
％

（
限
度
額
10
万
円
）

※
町
内
の
登
録
店
舗
で
使
え
る
商

品
券
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た

・
世
帯
の
中
に
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
か
た
が
い
な
い
こ
と

・
こ
の
要
綱
に
よ
る
令
和
２
年
４

月
１
日
以
降
の
補
助
金
交
付
額
が

10
万
円
に
達
し
て
い
な
い
か
た

・
そ
の
他
町
か
ら
の
住
宅
の
改
造

な
ど
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
か
た

対
象
住
宅

・
申
請
さ
れ
る
か
た
が
居
住
し
て

い
る
住
宅

・
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住

宅
部
分
の
み

※
所
有
者
が
申
請
者
と
異
な
る
場

合
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
工
事

・
対
象
住
宅
の
維
持
お
よ
び
住
環

境
の
質
の
向
上
の
た
め
に
行
う
改

修
・
増
築
な
ど
の
工
事

・
対
象
工
事
費
が
税
別
で
20
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と

・
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い

が
で
き
る
こ
と

・
板
倉
町
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

所
な
ど
が
あ
る
住
宅
関
連
事
業
者

に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と

問
合
せ　

商
工
観
光
係　

82

－

６
１
３
９

　

中
小
企
業
の
新
技
術
や
新
製
品

の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
町
と

県
が
連
携
し
、
研
究
開
発
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

※
書
面
審
査
お
よ
び
現
地
調
査
に

よ
り
、
採
択
・
不
採
択
を
決
定
し

ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
内
に
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

対
象
事
業　

中
小
企
業
者
が
自
ら

行
う
、
も
の
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
係
る
新
技
術
・
新
製
品
の

開
発
や
地
域
特
色
を
活
か
し
た
新

製
品
開
発

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
小
規
模
事
業
者
は
５
分

の
４
）

※
た
だ
し
、
補
助
限
度
額
は
１
件

当
た
り
80
万
円

申
請
方
法　

申
請
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
商
工
観
光
係
へ
提
出

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月

10
日
㈮　

午
後
５
時

※
申
請
書
類
は
、
商
工
観
光
係
で

配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
係

82

－

６
１
３
９

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て

い
る
「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

計
量
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
板
倉
町
は
今
年
度
が
受
検
年

度
で
す
。
必
ず
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

日
時　

５
月
14
日
㈫　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所　

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
板
倉
カ
ン

ト
リ
ー

検
査
対
象
と
な
る
「
は
か
り
」

○
ス
ー
パ
ー
、
商
店
な
ど
量
目
を

表
記
し
た
商
品
の
売
買
に
使
用
す

る
は
か
り

○
保
健
所
、
病
院
、
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
社
会
福
祉
施
設
で

健
康
診
断
（
体
重
測
定
）
に
使
用

す
る
は
か
り

○
工
場
、
事
業
所
な
ど
で
原
材
料

の
購
入
・
製
品
の
販
売
出
荷
の
た

め
に
使
用
す
る
は
か
り

○
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

食
材
な
ど
の
購
入
の
た
め
に
使
用

す
る
は
か
り

○
運
送
事
業
な
ど
（
宅
配
便
取
次

店
を
含
む
）
が
貨
物
の
運
賃
算
出

な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

○
農
業
・
漁
業
で
農
産
物
、
水
産

物
な
ど
の
売
買
、
出
荷
の
た
め
に

使
用
す
る
は
か
り

○
病
院
、
調
剤
薬
局
な
ど
で
薬
の

調
剤
用
に
使
用
す
る
は
か
り

○
廃
棄
物
処
理
業
者
が
処
理
費
用

の
算
定
に
使
用
す
る
は
か
り

○
自
動
は
か
り
に
よ
り
詰
め
込
ん

だ
商
品
の
量
目
を
最
終
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
の
は
か
り

○
観
光
農
園
や
農
産
物
直
売
所
に

お
い
て
料
金
算
定
や
量
目
表
記
の

た
め
に
使
用
す
る
は
か
り

○
そ
の
他
、
取
引
・
証
明
に
使
用

す
る
は
か
り

受
検
方
法

　

会
場
に
直
接
「
は
か
り
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。ま
た
「
は
か
り
」

と
一
緒
に
分
銅
・
お
も
り
、
電

くく  

らら  

しし

ご
活
用
く
だ
さ
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

ぐ
ん
ま
技
術
革
新
チ
ャ
レ
ン
ジ

補
助
金
申
請
者
募
集

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，６６１人（－23）
　 うち外国人 ６０１人（＋15）
　　男 ６，８８１人（－４）
　　女 ６，７８０人（－19）
世帯数 ５，９３３戸（－５）

（　）内は前月比　令和６年３月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
２月１日～２月29日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 １件　(２件）　－１
　物件事故 17件  (34件）　＋６
　侵入窃盗 １件　(７件）　＋３
　乗物盗難 ０件　(１件）　－３
　詐　　欺 ０件　(０件）　－２
　住居侵入 ０件　(０件）　－１
　その他の事件 ４件　(７件）　－１
　　　　　※( ）内は令和６年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

池
・
電
源
ア
ダ
ブ
タ
ー
な
ど
付
属

物
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
検
査
手
数
料
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

○
（
一
社
）群
馬
県
計
量
協
会

０
２
７

－

２
６
３

－

８
２
１
７

○
群
馬
県
計
量
検
定
所

０
２
７

－

２
６
３

－

２
４
３
６

○
商
工
観
光
係　

82

－

６
１
３
９

日
時　

６
月
６
日
㈭　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

上
手
に
夏
越
し
さ
せ
た

い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
育
て
方

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

５
月
20
日
㈪　

午
前

８
時
30
分
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

費
用　

無
料

※
お
う
ら
の
森
で
は
、
毎
週
木
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」

を
開
設
し
て
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
電

話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
講
座
は
「
群
馬
県
民

カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
」
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

お
う
ら
の
森
（
旧
群
馬

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

88

－

７
１
８
８

　

板
倉
町
の
名
所
や

知
ら
れ
ざ
る
魅
力
に

触
れ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

５
月
３
日
㈷　

午
前
９
時

対
象
者　

板
倉
町
を
含
む
、
関
東

ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
関
連
自
治

体
に
居
住
し
て
い
る
か
た

定
員　

40
人
程
度

参
加
費　

４
，０
０
０
円

申
込
期
限　

４
月
19
日
㈮

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82
－

６
１
２
５

○
物
品
寄
附

株
式
会
社　

岡
島
電
気
工
事　

様

空
調
機
器
（
室
内
機
、
室
外
機
、

各
１
台　

取
り
付
け
工
事
含
む
）

板
倉
町
立
東
小
学
校
保
健
室
の
空

調
機
器
と
し
て

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

生
活
協
同
組
合 

コ
ー
プ
ぐ
ん
ま 

様

金
20
万
円

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

第
４
回
緑
化
講
座

い
た
く
ら
ま
ち

魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です
口座振替を利用すれば、納期限の日に

自動的に納付できます。

納め忘れがなく、安心・便利です。

問合せ　収税係

８２-６１２９

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

若
の
原
農
村
公
園
の
芝
桜

　

例
年
４
月
頃
か
ら
地

元
の
か
た
が
管
理
す
る

芝
桜
が
見
事
に
咲
き
誇

り
、
丘
一
面
が
ピ
ン
ク

色
に
染
ま
り
ま
す
。
の

ん
び
り
と
し
た
自
然
の

中
で
春
の
息
吹
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
　

野
木
町
大
字
若
林
７
７
１

問
合
せ
　

野
木
町
産
業
振
興
課

０
２
８
０

－

57

－

４
１
５
２

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

と
ち
介
10 

th 

Ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｒ
ｙ

　

＠
ゆ
い
の
マ
ル
シ
ェ

　

栃
木
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ち
介
が

蔵
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
、
今

年
は
記
念
す
べ
き
10
周
年
。一
緒
に
マ

ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。詳
細
は
栃
木

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
天
時
は
場
所
・
内
容
の
変
更
あ
り
。

日
時
　

４
月
13
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
　

栃
木
市
美
術

館
・
文
学
館
屋
外
広
場

問
合
せ
　

栃
木
市
広
報
課

０
２
８
２

－

21

－

２
１
７
２

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

お
や
ま
二
千
本
桜
ま
つ
り

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
思
川
桜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
市
内
各

所
で
催
し
予
定
、４
月
１
日
㈪
～
５
月

５
日
㈷
小
山
総
合
公
園
に
て
鯉
の
ぼ
り

群
遊
を
行
い
ま
す
。

場
所
　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ(

間
々
田
八
幡

公
園
・
小
山
思
川
温
泉
・
豊
穂
川
沿
い
の

さ
く
ら
並
木)

、
思
川
桜
（
小
山
市
役

所
西
側
思
川
桜
堤
・
大
沼
親
水
公
園
）

期
間
　

３
月
17
日
㈰
～
４
月
14
日
㈰

問
合
せ
　

（
一
社
）小
山
市
観
光
協
会

０
２
８
５

－

30

－

４
７
７
２

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

第
15
回
加
須
市
民
平
和
祭

　

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳

　

全
長
１
０
０
ｍ
、重
さ
３

３
０
㎏
の
世
界
一
大
き
い

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
が

大
空
を
泳
ぎ
ま
す
。

日
付
　

５
月
３
日
㈷

内
容
　

平
和
式
典
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

物
産
販
売
な
ど
。
詳

細
は
加
須
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

場
所
　

利
根
川
河
川
敷
緑
地
公
園
ほ
か

問
合
せ
　

加
須
市
観
光
振
興
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

　

「
平
成
館
」
の
日
帰
り
入
浴

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
空
間

で
、ゆ
っ
た
り
と
癒
や
し
の
時

間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時
間
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　

サ
ン
ワ
設
計

ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク「
平

成
館
」

定
休
日
　

月
・
金
曜
日

費
用
　

３
３
０
円

（
中
学
生
以
下
２
２
０

円
、３
歳
未
満
無
料
）

問
合
せ
　

サ
ン
ワ
設

計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク「
平
成
館
」

０
２
８
０

－

91

－

２
０
８
０

寄
附
受
納



各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。

（15） （14）Ｒ６．４．１

◆受付開始時間　午前８時30分

期
間　

令
和
６
年
５
月
〜
令
和
７

年
２
月　

全
10
回

内
容　

健
康
や
趣
味
の
講
座
・
世

代
間
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
心
身

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
各
公
民
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

申
込
み
・
問
合
せ　

在
住
の
各
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
も
参
加
可

能
で
す
。

期
間　

４
月
２
日
㈫
〜
28
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

板
倉
絵
手
紙
の
会

内
容　

会
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
、

色
彩
豊
か
な
楽
し
い
作
品
を
多
数

展
示
し
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

期
間　

４
月
25
日
㈭
〜
５
月
５
日
㈷

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

写
真
愛
好
家
四
人
グ
ル
ー
プ

内
容　

美
し
い
自
然
の
風
景
や
白

鳥
な
ど
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

　
「
板
倉
音
頭
」
と
「
板
倉
小
唄
」

は
、
町
制
施
行
５
周
年
記
念
日
に

初
め
て
披
露
さ
れ
、
今
日
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど

で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
板
倉

音
頭
・
小
唄
保
存
会
で
は
、
こ
の

伝
統
あ
る
板
倉
町
の
踊
り
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

大
人
か
ら
お
子
さ
ん
ま
で
ど
な

た
で
も
、
伝
統
あ
る
板
倉
町
の
踊

り
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
で
は
、

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
か
た

や
子
ど
も
が
大
好
き
な
か
た
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
一
度
、
見
学
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん
と

一
緒
で
も
大
歓
迎
で
す
！

活
動
日　

令
和
６
年
５
月
〜
令
和

７
年
２
月
の
毎
月
第
３
土
曜
日

※
詳
し
い
日
程
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
が
喜

ぶ
簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

女
性
あ
ど
ば

ん
す
は
、
健
康

づ
く
り
の
た
め

の
体
操
や
料
理

教
室
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、

女
性
の
身
近
な
生
活
課
題
に
つ
い

て
学
び
、
生
活
文
化
の
向
上
や
社

会
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
活
動
に

興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
体
験
入
会
も
可

能
で
す
。

対
象
者　

町
内
の
成
人
女
性

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

板
倉
町
の
水
場
景
観
は
、
平
成

23
年
に
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
場
の
風
景
を
守
る
会
は
、
板

倉
町
の
文
化
と
景
観
の
よ
さ
を
知

り
、
景
観
の
保
護
や
、
誇
れ
る
風

景
を
伝
え
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動　

文
化
的
景
観
の
重
要

な
構
成
要
素
「
柳
山
」
の
挿
し
木

や
講
座
の
開
催
な
ど

対
象
者　

水
場
の
風
景
と
そ
の
保

護
に
興
味
が
あ
り
、
活
動
に
参
加

で
き
る
か
た

年
会
費　

１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

文
化
財
資
料
館

受
講
生
募
集

イ
ベ
ン
ト

お
し
ら
せ

中
央
公
民
館

板
倉
絵
手
紙
の
会
作
品
展

会
員
募
集

板
倉
音
頭
・
小
唄
保
存
会

会
員
募
集

女
性
あ
ど
ば
ん
す

わ
た
ら
せ
自
然
館

四
人
写
真
展

会
員
募
集

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
の
小
中
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図

り
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
や
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
特
色
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・

協
力
し
て
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
町

の
各
小
中
学
校
で
は
、
６
人
の

か
た
に
学
校
評
議
員
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
内
１
人
を
公
募

し
ま
す
。

学
校
評
議
委
員
の
役
割

①
校
長
の
求
め
に
応
じ
て
、
教

育
活
動
の
計
画
お
よ
び
実
施
、

学
校
と
地
域
社
会
の
連
携
の
進

め
方
な
ど
、
校
長
の
行
う
学
校

運
営
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
、

助
言
を
行
い
ま
す
。

②
必
要
に
応
じ
て
、
学
校
評
議

委
員
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

募
集
範
囲

▼
各
小
学
校　

各
小
学
校
区
域

内
に
在
住
の
か
た

▼
中
学
校　

町
内
に
在
住
の
か

た募
集
人
員　

各
学
校
１
人

任
期　

１
年
（
４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
末
日
）

募
集
期
間　

４
月
４
日
㈭
〜
12

日
㈮

応
募
方
法　

左
記
の
各
学
校
に

電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
東
小
学
校

82

－

１
１
４
１

○
西
小
学
校

82

－

１
１
４
０

○
板
倉
中
学
校

82

－

１
１
４
８

問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

　

町
で
は
、
文
化
の
振
興
に
寄

与
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
中
に
お
い
て
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
績

を
収
め
ら
れ
た
個
人
・
団
体
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

町
在
住
ま
た
は
出
身

者該
当
期
間　

令
和
５
年
４
月
１

日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

推
薦
基
準

①
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
成
績
を
お
さ

め
た
者 

ア　

県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お

い
て
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者 

イ　

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず
る

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
最

高
の
賞
を
受
賞
し
た
者 

ウ　

県
を
代
表
し
て
関
東
ま
た

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出

場
し
た
者

②
高
校
生
お
よ
び
一
般
に
つ
い

て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
成
績

を
収
め
た
者

ア　

県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お

い
て
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者 

イ　

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず
る

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
最

高
の
賞
を
受
賞
し
た
者

ウ　

県
を
代
表
し
て
関
東
ま
た

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出

場
し
た
者 

エ　

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に

出
場
し
た
者 

オ　

国
民
文
化
祭
に
出
場
し
た

者
お
よ
び
上
記
成
績
に
準
じ
る

者
で
選
考
委
員
会
が
認
め
た
者

推
薦
方
法　

所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
賞

し
た
県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
開

催
要
項
や
賞
状
の
コ
ピ
ー
を
添

付
し
、
生
涯
学
習
係
（
中
央
公

民
館
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

様
式
は
生
涯
学
習
係
窓
口
で

配
布
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。

推
薦
期
限　

５
月
31
日
㈮

問
合
せ　

生
涯
学
習
係
（
中
央

公
民
館
）

募
集
し
ま
す

文
化
功
績
者
表
彰
の
推
薦
者

各
地
区
公
民
館

活
き
生
き
学
級
生
募
集

会
員
募
集

水
場
の
風
景
を
守
る
会
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トピックス
TOPICS

人板倉町児童館板倉町児童館

形劇を楽しむ
　３月９日（土）、児童館で人形劇

の観劇会がありました。

　会場には、親子約60人が集まり、

かわいらしい人形たちの劇を楽し

みました。

自いじめ防止フォーラムいじめ防止フォーラム

分たちにできること
　３月４日（月）、板倉中学校を会場にいじめ防止フォーラ

ムが開かれました。

　板倉中学校、東小学校、西小学校を代表する児童生徒が

集まり、これまで各学校で取り組んできたいじめ防止のた

めの活動を発表したり、いじめを無くすために自分たちに

できることをグループに分かれて話し合ったりしました。

私令和５年度「板倉学講座」令和５年度「板倉学講座」

たちの郷土を学ぶ
　３月９日（土）、中央公民館大ホールで、令和５年度「板

倉学講座」が行われました。講師は元渡良瀬遊水地アクリ

メーション振興財団専務理事で元関東地方整備局渡良瀬川

工事事務所長の白井勝二さんが務め、渡良瀬川の改修事業

と渡良瀬遊水地の自然環境について講演しました。

春渡良瀬遊水地ヨシ焼き渡良瀬遊水地ヨシ焼き

の風物詩
　３月３日（日）、渡良瀬遊水地ヨシ焼き連絡会によるヨシ

焼きが行われました。広大な遊水地のヨシ焼きを写真に収

めようと、多くのカメラマンが集まりました。ヨシ焼きは、

ヨシに寄生する害虫の駆除、野火による周辺家屋への類焼

防止、貴重な湿地環境の保全などを目的として実施してい

ます。

多三県境フェア三県境フェア

くの人で賑わい
　　３月２日（土）、道の駅かぞわたらせをメイン会場に、

三県境フェアが開催されました。道の駅では、板倉町、加

須市、栃木市の特設ブースが設けられ、特産品の販売が行

われ買い物をするかたで賑わいました。

　また、板倉町観光サポータークラブの皆さんが案内する

三県境ツアーでは、多くの人が参加し、三歩で回れる三県

境を楽しみました。

祝板倉中学校卒業式板倉中学校卒業式

卒業　旅立ちの時
　３月13日（水）、板倉中学校で卒業式が挙行され、卒業生

１０３人に卒業証書が授与されました。

　卒業生代表として小
お

野
の

田
だ

叡
あき

仁
と

さんは、３年間の思い出や

恩師たちへの感謝、後輩へのエールなどとともに将来の決

意を答辞の中で述べました。式の後は各教室に戻り、最後

のホームルームが行われました。
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祖
父
の
療
養
生
活
が
看
護
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

会
話
か
ら
気
持
ち
を
理
解
し

患
者
と
家
族
の
た
め
の
看
護
師
に

レポーター
広報編集委員

間
ま

明
みょう

田
だ

憲
のり

志
ゆき

てらざき　しゅうと　　20歳

朝日野在住

オートバイに乗ることも好き
で、よくツーリングに出かけ
るそうです。　

看護師を目指す

　今年度二十歳を迎えた寺﨑さんは、将
来看護師になるために、医療系の専門学
校に通っています。
　看護師を目指すきっかけとなったのは、
祖父が自宅での療養生活を送っているの
を見ていたことや、姉が先に看護師の道
を目指していた影響があったということ
です。

患者さんのための看護を目指して

　昨年、祖父を看取ると、多くの患者さ
んのために働きたいという思いは、ます
ます強まったということです。
　学校での知識の習得はもちろん、病院
などでの実習で、実際の患者さんに触れ
ることで、仕事の難しさや重要性に改め
て気づくそうです。患者さんとの会話か
ら気持ちを理解したり、患者さんの家族

への寄り添い方など、まだまだ学ばなく
てはならないことが多いと、気を引き締
める毎日だそうです。

人との関わりが好き

　そんな寺﨑さんですが、休みの日には
家業の飲食店で、店の手伝いをしていま
す。気さくな人柄で、お客さんからの評
判も上々です。
　また、趣味も多く、クランプダンスと
いう、ダンスバトルの大会に出場したこ
ともあるそうです。
　とにかく人と関わることが好きだとい
うことで、みこしの会にも所属したり、
町民体育祭のリレー選手を任されたり、
ボランティア活動にも参加しているとい
うことです。
　そんな寺﨑さんを見ていると、これか
らの板倉町を支える青年となってくれる
印象を強く持ちました。

寺﨑柊人さん

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

学生納付特例申請
　４月から令和７年３月までの学生納付特
例申請を受け付けます。申請するかたは、
令和５年中の所得の申告またはご家族の扶
養申告の手続きを済ませてください。
持参するもの
▶ 年金手帳または基礎年金番号通知書(す
でにお持ちのかたのみ)
▶ 新学年の学生証または令和６年度の在学
証明書

※令和５年度に特例の承認を受け、令和６
年度も引き続き在学予定のかたに対し、３
月下旬にはがき形式の申請書が送付されま
す。同一の学校に在学の場合は、必要事項
を記入し返送することで、令和６年度の申
請ができます。（この場合、在学証明書ま
たは学生証の写しの添付は不要です）

一般免除・納付猶予
　７月１日から受け付けます。申請するかた
は必ず令和５年中の所得の申告を済ませて
ください。

令和６年度国民年金保険料額
月額１６，９８０円

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

４月７日
（日）

三浦医院
６２－２９１７

うえの医院
７２－３３３０

小曽根整形外科
７２－７７０７

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

４月14日
（日）

館林記念病院
７２－３１５５

堀越医院
７３－４１５１

慶友整形外科病院
４９－９０００ －

４月21日
（日）

みづほクリニック
２０－１１２２

横田医院
７２－０２５５

澤田皮膚外科
７０－７７０３

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

４月28日
（日）

竹越医院
８４－３１３７

明和赤ちゃんこどもクリニック※
８４－１１６６

明和セントラル病院
８４－１２３４ －

４月29日
（祝）

ハートクリニック
７１－８８１０

阿部医院
６２－５４２８

館林医院
７４－２１１２ －

５月３日
（祝）

まりレディスクリニック
７６－７７７５

神尾内科医院
７５－１２８８

田沼整形外科医院
８８－９２２３ －

５月４日
（祝）

森下内科医院
７３－７７７６

藤原医院
８８－７７９７

高木整形外科（午前のみ）
６２－６６１１ －

５月５日
（祝）

県西在宅クリニック舘林
５５－３８１８

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

井上整形外科医院
８２－１１３１ －

５月６日
（振休）

後藤内科医院
７２－０１３４

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

ふじの木整形・内科クリニック
９１－４０７０

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福

祉事務所の受付時間外）
◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡)

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。
●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。　●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。
●感染症の流行状況により、電話がつながりにくい場合や診察に時間を要する場合があります。あらかじめご了承ください。

クリーニングの受渡し
必ず状態の確認を
【事例】
　ジャンパーを７か月前にクリー
ニングに出した。すぐに引き取っ
たが、仕上がりの状態を確認せず
にクローゼットにしまい、先日着
ようとしたら、ジッパーの布地が
引きつっていて着られる状態では
なかった。クリーニング店に伝え
ると「半年以上前の苦情を言われ
ても、引き取った後の事故か、ク
リーニングの問題かは分かりませ
ん」と言われた。
（７０歳代 男性）

【ひとこと助言】
　クリーニングによるトラブルは、
複数の要素が重なって発生するこ

ともあるため、原因の特定が難し
く、時間がたつと解決がより難し
くなります。クリーニングに出す
とき、受け取るときは、必ず衣類
の状態や処理方法を店舗側と一緒
によく確認しましょう。
　「クリーニング事故賠償基準」
を使用してトラブルの対処をする
店舗もありますが、使用していな
い店舗もあります。
　「クリーニング事故賠償基準」
に基づき賠償される場合は、購入
時からの経過月数などが勘案され
るので、購入時の金額が戻ってく
るわけではありません。
　困ったときは、消費生活セン
ターにご相談ください。



スケジュール
板倉町役場　　　　８２－１１１１
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海洋センター　　　８２－０８５８
福祉センター　　　８２－３９００
児童館　　　　　　８２－２２７０
環境下水道係　　　８２－６１３２
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　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)

　　かん・びん・危険物収集日
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

x

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送 窓口延長（午後７時15分まで）

ストレス・こころの相談
（館保）

おはなし会（児童館）

水道料金口座振替日
(３区～9区、10区の一部)

春の全国交通安全運動
（4月15日まで）

7 　 8 　 9 　 10 　 11 12 　 13 　

さくらウオーク
（旧南小学校）

こあら学級(保健センター）
小学校・中学校入学式

人権相談（東部公民館）
行政相談（東部公民館）
法律相談（役場）

窓口延長（午後７時15分まで）
ぱおぱお（保健センター）
おはなし会（児童館）

２歳児健診
（保健センター）

遊水地クリーン作戦
（渡良瀬グラウンド）
チャレンジ広場

（児童館）

14 15 　 16 　 17 　 18 　 19 　 20 　

第15回板倉町春季
　野球大会１日目
（渡良瀬グラウンド）自転車マナーアップデー

（毎月15日）
県民防犯の日（毎月16日）

乳児健診（保健センター）
１歳児相談（保健センター）
窓口延長（午後７時15分まで）

ぱおぱお（保健センター）
おたのしみ広場
　兼おはなし会

（児童館）

赤ちゃんレストラン
（保健センター）

21 　 22 23 　 24 　 25 　 26 　 27 　

第15回板倉町春季
　野球大会２日目
（渡良瀬グラウンド）農地相談（役場）

子育て講習会（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

おはなし会（児童館）
高齢者交通安全日

（毎月25日）

28 　 29 昭和の日 30 　 5/1 　 2 　 3 憲法記念日 4 みどりの日

第13回板倉町春季
　ソフトボール大会

（大蔵公園）
県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送
窓口延長（午後７時15分まで）

ストレス・こころの相談
（館保）

おはなし会（児童館）

ごみの収集はありません

5 こどもの日 6 振替休日 7 　

たてばやしクリーンセンター・ 
　いたくらリサイクルセンター 
　特別受入日

（午後３時まで）

水道料金口座振替日
　(1区、2区、10区の一部、

　11区～15区)

2024 年
４

 月
号  №

837

４

【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日
 海洋センター　　月曜日および祝日
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日
 文化財資料館　　月曜日(祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）
 児童館　　　　　日曜日および祝日
 福祉センター　　土・日曜日および祝日
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